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(57)【要約】
【課題】本発明は、ユーザーのクロマトグラフデータ測
定に関する知識、またはクロマトグラフデータ処理装置
の習熟度に関係なく、あらゆるユーザーが、クロマトグ
ラフデータ処理装置の使用目的を入力でき、入力した使
用目的に則した一連のクロマトグラフデータ測定の操作
の流れを認識でき、操作性を向上し、操作ミスを防止す
ることができるユーザーインターフェースを提供するこ
とを目的とする。
【解決手段】本発明は、クロマトグラフデータ処理装置
において、クロマトグラフデータ測定手順を画面上から
認識し、使用目的に合わせてその測定手順が画面上に表
示されるようにすることに関する。本発明により、クロ
マトグラフデータ測定に関する知識や、クロマトグラフ
データ処理装置の習熟度に関係なく、クロマトグラフデ
ータ処理装置を容易に操作できる。
【選択図】　図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　出力機器、及び入力機器を備えるクロマトグラフデータ処理装置であって、
　クロマトグラムデータ測定に関する目的ごとに対応付けされた操作及び設定項目を格納
する格納手段と、
　前記クロマトグラムデータ測定に関する使用目的が指定された場合、当該操作に対応す
る操作及び設定項目を参照し、前記操作部に操作及び設定項目を表示させる表示制御手段
とを備えるクロマトグラフデータ処理装置。
【請求項２】
　出力機器、及び入力機器を備えるクロマトグラフデータ処理装置であって、
　分析測定工程およびデータ再解析工程のいずれかの工程に進むかを尋ねる画面を出力す
る出力機器と、
　分析測定工程、又はデータ再解析工程のいずれかの工程に進むかを入力できる入力機器
とを備えるクロマトグラフデータ処理装置。
【請求項３】
　出力機器、及び入力機器を備えるクロマトグラフデータ処理装置であって、
　出力機器の出力画面が、分析測定工程に関する一連の操作フローを画面表示する出力部
位と、当該操作フローの各工程表示部が条件設定を受け付ける入力部位を備え、
　当該操作フローの各工程を関連付けをもって表示するクロマトグラフデータ処理装置。
【請求項４】
　請求項３記載のクロマトグラフデータ処理装置において、
　各工程表示部の入力部位から条件設定を受け付けた場合に、条件設定画面、及び／又は
状態表示画面を表示するクロマトグラフデータ処理装置。
【請求項５】
　出力機器、及び入力機器を備えるクロマトグラフデータ処理装置であって、
　出力機器の出力画面は、データ再解析工程に関する一連の操作フローを画面表示する出
力部位と、当該操作フローの各工程表示部が条件設定を受け付ける入力部位を備え、
　当該操作フローの各工程を関連付けをもって表示するクロマトグラフデータ処理装置。
【請求項６】
　請求項５記載のクロマトグラフデータ処理装置において、
　各工程表示部の入力部位から条件設定を受け付けた場合、条件設定画面、及び／又は状
態表示画面を表示することを特徴とするクロマトグラフデータ処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、クロマトグラフデータ処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、クロマトグラフデータ処理装置の高機能化が進み、その操作方法は複雑化してい
る。特に、操作画面は高機能化に伴い、機能及び操作対象が増加して複雑さを助長してい
る。従来では、これを回避するために、よく使用する機能をピックアップし、操作メニュ
ーやアイコンなどで並べたり、各機能の操作メニューを階層化するなどして各機能におけ
る操作の簡易化を図っている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平５－３２２８７０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】



(3) JP 2010-256375 A 2010.11.11

10

20

30

40

50

　クロマトグラフデータ処理は大きく分けて分析測定工程とデータ再解析工程とがあり、
その各工程での操作および一連の操作の流れは異なる。例えば分析測定工程ではポンプの
流量などの測定条件の設定，サンプルテーブルの作成，ベースラインの安定化，サンプル
の測定などがあるが、これら一連の操作の流れはクロマトグラムの測定に関する知識を有
する者でなければ、操作が困難である。また、クロマトグラフデータ処理の使用目的も多
岐にわたり、目的によりこれらの一連の操作の流れもまた異なる。近年のクロマトグラフ
データ処理装置では、各機能における操作の簡便化は図られているが、クロマトグラフデ
ータ処理における操作の一連の流れについては視覚的にもわかりにくく、使用するにあた
っては、あるレベル以上のクロマトグラムの知識を有する必要がある。
【０００５】
　そのため、クロマトグラムの測定に関する知識を持ち合わせていないユーザーや、操作
に不慣れなユーザーにとっては操作の流れの全体像がわからず、現在操作している状況が
全体のどの辺りかもわからないため、誤った操作や目的とする結果を得ることができない
可能性がある。
【０００６】
　本発明は、ユーザーのクロマトグラムデータ測定に関する知識、またはクロマトグラフ
データ処理装置の習熟度に関係なく、あらゆるユーザーが、クロマトグラフデータ処理装
置の使用目的を入力でき、入力した使用目的に則した一連のクロマトグラムデータ測定の
操作の流れを認識でき、操作性を向上し、操作ミスを防止することができるユーザーイン
ターフェースを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、クロマトグラフデータ処理装置において、クロマトグラムデータ測定手順を
画面上から認識し、使用目的に合わせてその測定手順が画面上に表示されるようにするこ
とに関する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明により、クロマトグラムデータ測定に関する知識や、クロマトグラフデータ処理
装置の習熟度に関係なく、クロマトグラフデータ処理装置を容易に操作できる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】クロマトグラフデータ処理装置を含む標準的なクロマトグラフ装置の構成例。
【図２】クロマトグラフデータ処理装置の起動後、最初に表示される画面。
【図３】図２で測定分析ボタン１２もしくは再解析ボタン１３を押した後に表示される画
面。
【図４】一つのサンプルの分析もしくは二つ以上のサンプルの連続分析を行う一般的な分
析測定を目的とした操作フローの一例。
【図５】現在一分析を行っている状態の例。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　手段１は、操作メニューを表示する操作部と、前記操作部から命令された操作を実行す
る演算部を備えたクロマトグラフデータ処理装置において、クロマトグラムデータ測定に
関する操作及び設定項目を操作の流れにもとづきフローチャート方式で前記操作部に表示
する手段と、現在行っている操作の状況を前記フローチャートに表示する手段と、前記フ
ローチャートをクロマトグラムデータ測定に関する使用目的に合わせて、流れの順番及び
操作及び設定項目を変更できる手段とを備えたことを特徴とする。
【００１１】
　このクロマトグラフデータ処理装置では、クロマトグラムデータ測定を行うにあたり、
測定に必要な操作や設定項目を一連の流れに沿ってフローチャート方式で表示されるので
、全体作業量や作業順序が一目瞭然となる。
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【００１２】
　また、そのフローチャート上に現在行っている作業状況を表示させることで実施した作
業および残りの作業量が一目瞭然となる。
【００１３】
　また、使用目的により、操作および設定項目およびその操作の流れは異なる。かかる発
明によれば、使用目的に合わせて前記フローチャートの流れの順番および操作および設定
項目が変更できるので、様々な目的のクロマトグラムデータ測定に対し柔軟な対応ができ
る。
【００１４】
　手段２は、操作メニューを表示する操作部と、前記操作部から命令された操作を実行す
る演算部を備えたクロマトグラフデータ処理装置において、クロマトグラムデータ測定に
関する目的ごとに関連付けされた操作及び設定項目を格納する格納手段と、前記クロマト
グラムデータ測定に関する使用目的が指定された場合、当該操作に対応する操作及び設定
項目を参照し、前記操作部に操作及び設定項目を表示させる表示制御手段とを備えたこと
を特徴とする。
【００１５】
　クロマトグラムデータ測定では、使用目的により、操作および設定項目およびその操作
の流れは異なる。これにより、使用目的に関連付けされた前記フローチャートが保存され
、使用目的を指定することで、その目的に関連付けされたフローチャートが表示されるの
で、クロマトグラフムの測定に関する知識を持ち合わせていないユーザーや、操作に不慣
れなユーザーにおいても目的の異なるクロマトグラムデータ測定を行っても、誤った操作
や目的とする結果を得られないといったことを減らし、また、クロマトグラムデータ測定
に関する習熟度も向上することが出来る。
【００１６】
　手段３は、分析測定工程およびデータ再解析工程のいずれかの工程に進むかをたずねる
画面を出力する出力工程と、分析操作者が分析測定工程か、またはデータ再解析工程のい
ずれかの工程に進むかを答える入力工程を備えることを特徴とする。
【００１７】
　このクロマトグラフデータ処理装置では、クロマトグラムデータ測定を行うにあたり、
分析測定工程とデータ再解析工程のどちらの作業を行うか問合せし、操作者がそれに答え
ることでクロマトグラフデータ処理装置はどの工程を行うかを認識し、その工程に入力機
器や出力機器を関連付けすることができる。
【００１８】
　手段４は、出力画面は、分析測定工程に関する一連の操作フローを画面表示する出力部
位と、当該操作フローの各工程表示部が条件設定を受け付ける入力部位を備え、当該操作
フローの各工程が関連付けをもって表示されることを特徴とする。
【００１９】
　このクロマトグラフデータ処理装置では、分析測定工程に関連付けされた操作フローを
表示するので、分析測定工程の一連の操作の流れを認識することができる。また、その操
作フロー上に各工程の条件設定が行え、各工程が関連付けされているので、操作者はその
操作フローに従い条件設定等の操作を行うだけで、容易に分析測定工程の操作が可能とな
り、誤操作を防止することができる。
【００２０】
　手段５は、手段４において、各工程表示部の入力部位から受け付けた場合、条件設定画
面または／および状態表示画面を表示することを特徴とするクロマトグラフデータ処理装
置。
【００２１】
　このクロマトグラフデータ処理装置では、各工程における操作を実施している際に、当
該操作に対応する条件設定画面または／および状態表示画面を表示されるので、各工程作
業を行う際に、操作者は、どの設定項目があるか、どんな状態を確認する必要があるかに
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ついて考える必要が少なく、操作性の向上を図ることができる。
【００２２】
　手段６は、出力画面は、データ再解析工程に関する一連の操作フローを画面表示する出
力部位と、当該操作フローの各工程表示部が条件設定を受け付ける入力部位を備え、当該
操作フローの各工程が関連付けをもって表示されることを特徴とする。
【００２３】
　このクロマトグラフデータ処理装置では、データ再解析工程に関連付けされた操作フロ
ーを表示するので、データ再解析工程の一連の操作の流れを認識することができる。また
、その操作フロー上に各工程の条件設定が行え、各工程が関連付けされているので、操作
者はその操作フローに従い条件設定等の操作を行うだけで、容易に分析測定工程の操作が
可能となり、誤操作を防止することができる。
【００２４】
　手段７は、手段６において、各工程表示部の入力部位から受け付けた場合、条件設定画
面または／および状態表示画面を表示することを特徴とする。
【００２５】
　このクロマトグラフデータ処理装置では、各工程における操作を実施している際に、当
該操作に対応する条件設定画面または／および状態表示画面を表示されるので、各工程作
業を行う際に、操作者は、どの設定項目があるか、どんな状態を確認する必要があるかに
ついて考える必要が少なく、操作性の向上を図ることができる。
【００２６】
　以下、上記及びその他の本発明の新規な特徴と効果について、図面を参酌して説明する
。但し、実施例に記載される構成要素，種類，組み合わせ，形状，その相対配置などは特
定的な記載がない限り、この発明の範囲をそれのみに限定する主旨ではなく単なる説明例
に過ぎない。
【実施例】
【００２７】
　図１は、本実施例に係るクロマトグラフデータ処理装置を含む標準的なクロマトグラフ
装置の構成例を示す。４は溶離液、この溶離液は５のポンプにより送液され、６のサンプ
ラ、７のカラム、８の検出器の順に流れる。測定試料はサンプラ６により溶離液４の流れ
の中に注入され、カラムにより成分ごとに分離される。分離された試料は検出器８により
時間軸上でスペクトルを検出し、その信号がクロマトグラフデータ処理装置９に送る。ク
ロマトグラフデータ処理装置９は主にパーソナルコンピュータなどを含むコンピュータシ
ステムによって構成されている。
【００２８】
　クロマトグラフデータ処理装置９は、図１に示すように出力装置１０，入力装置１１を
備えている。入力装置１１は、例えばマウスやキーボードなどを使用して操作者による使
用目的の指示およびパラメータの入力などの操作を受け付ける。出力装置１０は入力装置
１１からの指示に従い、その指示に関連する画面を例えばＣＲＴ（Cathode Ray Tube）や
液晶ディスプレイなどに表示し、また例えばポンプを動かすなどの動作を行う。
【００２９】
　図２は、クロマトグラフデータ処理装置の起動後、最初に表示される画面を示す図であ
る。クロマトグラフデータ処理装置の起動に伴い、出力装置にこの画面を表示させ、操作
者にこれから行う工程が分析測定工程か、データ再解析工程かを問合せる。操作者は上記
入力候補の中から、画面上に表示された所定のものを選択することができる。測定分析工
程を行う場合は測定分析ボタン１２を押す。データ再解析工程を行う場合は再解析ボタン
１３を押す。クロマトグラフデータ処理装置を終了する場合は終了ボタン１４を押す。
【００３０】
　図３は図２で測定分析ボタン１２もしくは再解析ボタン１３を押した後に表示される画
面である。１５には使用目的の一覧を表示する。ここに表示する一覧は図２で指定した工
程に関連付けられた使用目的が表示される。例えば、分析測定ボタン１３が押された場合
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は、分析測定工程に関連付けられた使用目的の一覧１５が表示される。この一覧１５から
操作者が使用目的を選択し、選択ボタン１６を押すと図４のように当該目的に対応した操
作フロー画面が表示される。工程選択ボタン１７を押すと図２の画面に戻り、再度工程選
択が可能となる。また、新規作成ボタン１８を押すと、新たな使用目的および当該目的に
対応した操作フロー画面を作成することができる。ここで作成した使用目的の名称は一覧
１５に追加され、追加した使用目的を選択し、選択ボタン１６を押すと、図４のように上
記新規作成で作成した操作フロー画面が表示される。
【００３１】
　図４は一つのサンプルの分析もしくは二つ以上のサンプルの連続分析を行う一般的な分
析測定を目的とした操作フローの一例である。サンプルを分析する場合は、まずたとえば
ポンプ５の流量の設定などの測定条件の設定１９を行う。次にその測定条件の保存２２を
行い、ポンプ５や検出器８などに流量や波長の設定を行う測定条件の設定２３を行う。次
に測定するサンプルの名称や入力したサンプルを測定する測定条件の設定などを設定する
サンプルテーブルの設定２４を行い、その作成したサンプルテーブルの保存２７を行う。
次にベースラインの安定化のためにベースラインの確認２８を行う。最後に一つのサンプ
ルを測定する一分析実行３０もしくは二つ以上のサンプルを測定する連続分析実行３１を
行う。
【００３２】
　図３で図４の作業を行う目的が選択された場合、図４のフローにもとづき図５のように
操作フローを画面に表示する。
【００３３】
　１９の測定条件の設定は３２の測定条件セクションに対応し、２０の新規作成は３３の
新規ボタンに対応し、２１の既存の測定条件を使用または修正は３４の既存ボタンに対応
付けられている。３３の新規ボタンがクリックされた場合、測定条件の新規作成用の条件
設定画面が表示され、３４の既存ボタンがクリックされた場合は、既存の測定条件を選択
する画面が表示される。
【００３４】
　２２の測定条件の保存は３５の保存ボタンに対応付けられている。３５の保存ボタンが
クリックされた場合は、測定条件を保存する画面が表示される。
【００３５】
　２３の装置条件を装置に設定するは３６の条件の設定ボタンに対応付けられている。３
６の条件の設定ボタンがクリックされた場合は、測定条件を装置に設定する。
【００３６】
　２４のサンプルテーブルの設定は３７のサンプルテーブルセクションに対応し、２５の
新規作成は３８の新規ボタンに対応し、２６の既存の測定条件を使用または修正は３９の
既存ボタンに対応付けられている。３８の新規ボタンがクリックされた場合、サンプルテ
ーブルの新規作成用のサンプルテーブル設定画面が表示され、３９の既存ボタンがクリッ
クされた場合は、既存のサンプルテーブルを選択する画面が表示される。
【００３７】
　２７のサンプルテーブルの保存は４０の保存ボタンに対応付けられている。４０の保存
ボタンがクリックされた場合は、サンプルテーブルを保存する画面が表示される。
【００３８】
　２８のベースラインの確認は４１のプレビューボタンに対応付けられている。４１のプ
レビューボタンがクリックされた場合は、ベースラインを確認するためのクロマトグラム
画面を表示する。
【００３９】
　２９の分析は４２の分析セクションに対応付けられている。３０の一分析実行は４３の
一分析ボタンに対応し、３１の連続分析実行は４４の連続分析ボタンに対応付けられてい
る。４３の一分析ボタンがクリックされた場合、一つのサンプルの測定を実行し、４４の
連続分析ボタンがクリックされた場合は、二つ以上のサンプルの分析を実行する。
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【００４０】
　また、４５の状態表示に現在行っている操作の状態を表示し、また現在操作しているボ
タンの色を反転させる。図５は現在一分析を行っている状態の例を示し、状態表示４５に
一分析実行中と表示し、現在操作しているボタンである一分析ボタンの色を反転させる。
【００４１】
　以上、本実施例の入力機器，出力機器を具備するクロマトグラフデータ処理装置では、
作業する工程である分析測定工程またはデータ再解析工程が指定された場合、当該作業に
対応する使用目的の選択候補を表示させ、表示させた選択候補のいずれかが選択されると
当該目的で行う操作および操作の流れを示す操作フローを表示させるので、操作者は作業
工程および使用目的だけを選択することで、その作業内容の全体像を把握でき、操作フロ
ーにもとづき操作を行うことで目的を達成できるので操作性が向上する。また、当該目的
で行う操作以外は表示されないので、誤操作を防止することができる。
【００４２】
　また、本実施例の入力機器，出力機器を具備するクロマトグラフデータ処理装置では、
使用目的の選択候補を自由に作成することができ、その使用目的の当該操作フローも自由
に作成することができるので、さまざまな目的のクロマトグラムデータ測定に対し柔軟に
対応ができる。
【００４３】
　以上説明したように、本実施例の入力機器，出力機器を具備したクロマトグラフデータ
処理装置は分析測定工程またはデータ再解析工程のどちらかの作業工程が指定された場合
、当該作業に対応する使用目的の選択候補を表示し、表示した選択候補のいずれかが選択
されると当該目的で行う操作および操作の流れを示す操作フローが自動的に表示されるの
で、操作者は作業工程および使用目的だけを選択するだけで、その作業内容の全体像を把
握でき、操作フローにもとづき操作を行うことで目的を達成でき、操作性が向上すること
ができる。また、当該目的で行う操作以外は表示されないので、誤操作を防止することが
できる。
【００４４】
　また、本実施例の入力機器，出力機器を具備するクロマトグラフデータ処理装置では、
使用目的の選択候補を自由に作成することができ、その使用目的の当該操作フローも自由
に作成することができるので、さまざまな目的のクロマトグラムデータ測定に対し柔軟に
対応ができる。
【符号の説明】
【００４５】
　４…溶離液、５…ポンプ、６…サンプラ、７…カラム、８…検出器、９…クロマトグラ
フデータ処理装置、１０…出力装置、１１…入力装置、１２…測定分析ボタン、１４…終
了ボタン、１５…使用目的の一覧、１６…選択ボタン、１７…工程選択ボタン、１８…新
規作成ボタン、１９…測定条件の設定、２２…測定条件の保存、２３…装置条件、２４…
サンプルテーブルの設定、２７…サンプルテーブルの保存、２８…ベースラインの確認、
３０…一分析実行、３１…連続分析実行、３３，３８…新規ボタン、３４，３９…既存ボ
タン、３５，４０…保存ボタン、３６…条件の設定ボタン、３７…サンプルテーブルセク
ション、４１…プレビューボタン、４２…分析セクション、４３…一分析ボタン、４４…
連続分析ボタン、４５…状態表示。
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